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 〇事務局職員出席者             

  事  務  局  長  羽 生 満 広 

  議 事 係 長  細 川 雄 哉 

  書         記  寒河江 美 桜 

 

 〇議 事 日 程             

  第 １ 一般質問             

                              

開 議 午前１０時００分 

〇議長（藤野博三君） ただいまから令和５年余

市町議会第４回定例会を再開いたします。 

 ただいまの出席議員は15名です。 

 よって、定足数に達しましたので、会議は成立

いたしました。 

 なお、大物議員は病気療養のため欠席の旨届出

がありましたことをご報告申し上げます。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                              

〇議長（藤野博三君） 日程第１、昨日に引き続

き一般質問を行います。 

 順次発言を許します。 

 発言順位３番、議席番号５番、内海議員の発言

を許します。 

〇５番（内海冨美子君） 令和５年第４回定例会

にさきに通告いたしました質問をいたします。町

長、教育長にはご答弁のほどよろしくお願いを申

し上げます。 

 件名、余市町立学校適正規模・適正配置基本計

画について。令和５年度町政執行方針に学校適正

規模・適正配置基本計画に基づいて再編整備に向

けた取組を進めると発表されました。児童生徒数

の減少と学校施設の老朽化進行は小学校４校、中

学校３校それぞれが抱える大きな問題です。余市

町は、令和４年度には各学校長へのヒアリングや

保護者へのアンケート調査、検討委員会設置をし

て、令和５年度基本計画を策定しました。余市町

の計画では、標準規模の学校で統合先を検討し、

その上で既存の施設を活用した統合と小中一貫

校、義務教育学校新設の２つのプランを打ち出し

ています。令和５年７月には第１回説明会が開催

され、また近隣の市町村では９年制義務教育学校、

施設一体型の小中一貫校が次々と建設が始まり、

２年後には開校と聞いております。十分な調査、

検討により最もよい環境での教育を受けられるよ

うに進めることが必要と考えます。以下、質問を

いたします。 

 １、余市町適正規模、適正配置の学校は既存の

施設を利用か、義務教育学校新設か、いつ頃まで

に結論を出す予定かお伺いします。 

 ２、統合された場合、空き施設の活用について

お伺いします。 

 ３、統合された場合、地域住民への対応につい

てお伺いします。 

 次に、件名、区会活動の役割と地域連絡員制度

について。区会の役割と活動は、昨今の人口減少

と急激な少子高齢化の加速により役員の皆様が苦

慮されていると感じています。区会の目的には、

町民の生活文化の向上を図りかつ、地域住民相互

の親睦扶助を高めると共に町政と有機的関係を確

保し理想郷土を建設することを目的とすると記載

されています。第５次総合計画に「未来に向けて

住みやすい町をつくる」のメインテーマの下、町

民との協働により一人一人が共に力を合わせ、子

や孫の世代にこのすばらしい余市町を引き継ぎ、

全ての人が安全、安心に暮らし続けられるまちづ

くりと示されています。平成18年９月より余市町

地域連絡員制度が実施され、町民と行政のパイプ

役としてその働きには期待が大きいことと考えま

す。以下、質問をいたします。 

 １、各区会と地域連絡員の活動状況についてお

伺いいたします。 

 ２、各区会で防災学習や訓練などに区会防災活

動助成金制度を利用しての取組はありましたか。 

 ３、高齢化が進む地域住民に対し、区会に期待
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する活動をどのようにお考えでしょうか。 

 以上、２件質問をいたします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ５番、内海議員の区会活

動の役割と地域連絡員制度に関する質問に答弁し

ます。 

 １点目の地域連絡員の活動状況に関する質問で

すが、地域連絡員制度は住民と行政が共に手を携

え、まちづくりを進めていくための仕組みであり、

役場職員が地域と行政のパイプ役として区会の要

望や課題を把握し、連絡調整を行うほか、必要な

町政情報の提供、さらには総会や役員会をはじめ

とする各種区会行事への参加など、いずれも区会

側の求めに応じた活動を展開しています。 

 ２点目の区会防災活動助成金制度を利用した各

区会における防災学習や訓練については、令和４

年度に制度を開始し、今年で２年目となりますが、

現在まで同助成金を利用した防災学習や訓練など

の取組についてはありません。区会防災活動助成

金制度については、災害時に迅速かつ的確に行動

するため区会が自主的に行う防災資機材の整備な

どのほか、日頃から防災に関する防災訓練や勉強

会など地域の防災力向上を目指していることか

ら、引き続き周知に努め、区会活動助成金の利用

促進を図っていきたいと考えています。 

 ３点目の高齢化が進む地域住民に対し区会に期

待する活動への考えについてですが、地域コミュ

ニティの中核として地域住民の防災、防犯、福祉

など暮らしを支える重要な活動を行っているもの

と認識しています。町といたしましては、高齢化

が進む中で地域の支え合いや地域住民のつながり

が大切であり、持続可能な区会活動を行う上で区

会の実情に合わせた自主的なコミュニティを皆で

支えていく取組が大切と考えています。 

 なお、教育委員会関係につきましては、教育長

より答弁します。 

〇教育長（前坂伸也君） ５番、内海議員の余市

町立学校適正規模・適正配置基本計画についての

ご質問に答弁申し上げます。 

 １点目の結論を出す時期についてでございます

が、町立学校の再編整備に向けた取組として、今

年度は全町民を対象とした説明会を開催するな

ど、基本計画の内容について住民周知に努めてい

るところでございますが、次年度は学校運営協議

会や教職員、保護者の方々などで組織する検討会

において統合の方向性を議論し、合意形成を図り、

統合の方式を決定してまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、統合された場合の空き施設の活用と地域

住民への対応については、関連がございますので、

一括して答弁させていただきます。学校は、児童

生徒の学びの場であると同時に、地域コミュニテ

ィの精神的支柱としても機能している施設である

ことから、その活用につきましては地域の方々と

の意見交換や町部局と協議を重ね、地域の意向や

ニーズに配慮した活用方法を検討してまいりたい

と考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じ

ます。 

〇５番（内海冨美子君） 先に学校の適正規模の

ことのほうについて再度質問させていただきたい

と思います。 

 この基本計画、とてもよく調べられていて、こ

れまでの策定についてもかなりのご苦労があった

ことと思いますが、標準規模の学校を目指してい

くというようなことで基本的には９年制の義務教

育、一貫しての取組に関わっていらっしゃると思

います。黒川小学校においては、昨年度から教育

課程特例校制度を活用して、学校経営のグランド

デザインを発表していらっしゃいます。この中で

令和７年から12年の間の一番生徒数が減ってい

く、それから施設の補修等の経費のところで随分

長いスパンでじっくり考えての進め方なのかなと

思いましたが、今の小学校に対しても普通学級や

ら、それから特別支援学級、通級指導なども併せ

持ってやっていますから、令和の日本型教育を目
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指している、そういう方針もありますので、これ

は準備が大分できているのではないかと思いまし

て、早めの適正規模と適正配置による学校の設置

を決めていかなければならないのではないかと考

えるところなのです。インクルーシブ教育などと

いうことも出てまいりましたけれども、こういっ

た余市町の教育のありようを見ても、どんどん進

めていってもよろしいのではないかと。先ほども

教育長がおっしゃっていましたように、親御さん

ですとか、じっくりと様々な調査のことを理解し

ていただくように準備していらっしゃるようです

けれども、もしもこのような状態で進めていかれ

るとしたら、黒川小学校のグランドデザインで進

めていらっしゃるこの６年間というか、次に東中

学校のほうへと生徒さんを送り出すときに問題が

起こらないようにスムーズに進められていくので

はないかと思っております。そのことについても、

ちょっとまとまりがございませんが、もう一度教

育長の見解を伺いたいと思います。あわせて、黒

川小学校の取組についての状況はいかがなものか

お伺いしたいです。 

〇教育長（前坂伸也君） ５番、内海議員の再度

のご質問にご答弁を申し上げます。 

 いろいろご指摘、ご提言をいただきました。あ

りがとうございます。特に黒川小学校の例を挙げ

てご質問いただいたところでございますが、学校

経営グランドデザインという部分で、経営方針を

年度前に定めて、それにのっとった形で進めてお

ります。これは黒小に限らず、他の小中学校にお

いても定めているところでございますが、長期ビ

ジョンに当たって学校経営、どうしたら子供たち

のためによい学びを提供できるかということを基

本に各学校独自性を持って定めております。そう

いった中で、具体、黒川小学校の例もございまし

たが、昨日尾森議員のほうからもご質問いただき

ました。いろいろな意味で今学習指導要領で授業

改善という部分が求められております。当然それ

に対応した教育を進めなければならないのです

が、そういった中でやはり少子化が進む中、一定

規模の学校ではないとなかなかそういった教育課

程も進めることができない。あと、ちょっと話は

ずれるのですが、この間アンケート調査等々も保

護者の方に行ったのですが、やはり一定規模とい

うことでいいますと、クラス替えというのも非常

に重要な部分であるということのご指摘を受けて

おります。そういった中で、繰り返しになります

が、非常に少子化が進んで、一定規模の学校を維

持することが困難な状況にある中、やはり再編整

備は避けられないということで認識をしておりま

す。そういった中で、ご質問にありますとおり、

私どものほうでは適正配置の計画を定めて、それ

にのっとった形で今再編整備に向けて準備を進め

ているところでございます。 

〇５番（内海冨美子君） 各学校においてもコミ

ュニティ・スクールといいますか、設置されてい

て、今の現状では地域の方々も参加されての学校

運営協議会というものを構成されているのでしょ

うか。お伺いしたいです。 

〇教育長（前坂伸也君） ５番、内海議員の再度

のご質問に答弁を申し上げます。 

 今学校運営協議会のご質問をいただきました。

コミュニティ・スクールでございます。本町にお

きましては、令和２年度、東中学校区において設

立をして、順次学校区ごとに設立をして、今現在

全ての中学校の学校区において設立をされており

ます。ただいまご質問もありましたが、学校への

応援団として地域の方々が学校経営等々について

いろいろご意見をいただくというところでござい

ます。先ほど質問がありましたが、校長が作成し

ます学校運営の基本的な方針についてもいろいろ

ご議論をいただいて、最終的には承認をいただく

ということでございます。そういった中で、配置

計画との関係で申し上げますと、先ほど答弁を申

し上げましたが、次年度そういった検討会を設置
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する予定でございますので、そういった学校運営

協議会の方々にも会に入っていただいて、再編整

備についていろいろご意見を頂戴するというふう

に考えております。 

〇５番（内海冨美子君） 統合された場合の空き

施設のことについて質問いたします。 

 これまで豊丘小学校と栄小学校が廃校になって

おりますが、これはどのように今日まで活用され

ているというか、地域のやっぱり核をなすところ

というふうに小学校とかは位置づけられておりま

すし、緊急な災害のときの避難所とも指定されて

いたり、大事な施設だと思いますが、この豊丘小

学校と栄小学校の廃校後の扱いについてお伺いし

ます。 

〇教育長（前坂伸也君） ５番、内海議員の再度

のご質問に答弁をさせていただきます。 

 廃校となった学校の活用についてでございます

が、豊丘小学校につきましては今現在障害者施設

に売却をして、活用していただいております。栄

小については、今現在避難所、さらには災害時に

活用するもろもろの備蓄品の備蓄をしておりま

す。 

〇５番（内海冨美子君） まだまだじっくりとこ

の先検討を重ねていかなければならない事案だと

思います。もし統廃合になった場合のことなので

すけれども、一番災害に強い安全な場所と、それ

から３学校区がありますけれども、西部のほうの

西中学校と沢町小学校はどのように、結局は統合

されてしまうのかなといろいろ書類を見て思うと

ころがあります。ですが、もしも義務教育学校等

の新設で学校を建設するのであれば、３校とも同

じような距離で、そして安全な場所でそういう施

設を建設していかなければならないのではないか

と考えます。そのことも検討の中に入っていると

思いますけれども、先ほどから教育長ご答弁いた

だいていますように、１年次１年次ステップアッ

プして検討されていっているのだと思うのですけ

れども、できるだけ早い設置と教育方針がかなう

ように進めていかれると思います。最後に、その

ことを伺います。 

〇教育長（前坂伸也君） ５番、内海議員の再度

のご質問に答弁をさせていただきます。 

 再編整備後の学校の活用についてでございます

が、ご質問にありましたとおり、今現在学校施設

のみならず、避難所等々でも指定をされた中で活

用もされております。また、地域のコミュニティ

施設として重要な施設でもあるということで認識

をしております。まだ方向性が決定しておりませ

んので、具体的な答弁は差し控えさせていただき

ますが、今現在学校施設として使われている以外

にも使われている用途もございますので、当然そ

ういったことも踏まえて、先ほど答弁したように、

地域の意向やニーズに配慮して活用方法を検討し

たいというふうに考えております。さらに、ご質

問いただきました少子化、あとは学校施設の老朽

化が非常に進んでおります。そういった中で子供

たちによりよい環境で教育を受けさせる、受けら

れるようにできるだけ早く、スピード感を持って

方針を決定してまいりたいと考えております。 

〇５番（内海冨美子君） 次に、区会活動のこと

について質問させていただきます。 

 甚大な災害とかのこともありますし、ウクライ

ナのああいった戦争というか、世界では目の当た

りにしております。区会の役割というものを、改

めて地域の住民の生活の中で役割を果たしていか

なければいけないことがたくさんあると考えてお

ります。先ほどの学校の統合にも併せて、私が住

んでいる西部地区はだんだん寂しいような、そう

いう地域になってしまうのではないかという不安

もございます。高齢化が本当に進んでいるので、

区会、町民自体の努力も必要かとは思いますけれ

ども、先ほど質問いたしました連絡員のお力をお

借りしながらというか、要望だけ伝えていただく

のではなくて、もっと実りのある区会へのつなが
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りを持って活動を支えていただくことはどのよう

にお考えか、すみません、まとまりませんが、町

長にもう一度お伺いしたいです。 

〇町長（齊藤啓輔君） ５番、内海議員の再度の

質問に答弁させていただきたいと思います。 

 区会の役割、もちろん高齢化が進むにつれてな

かなか難しい、担い手不足がやはり課題になって

きているわけで、これは余市町に限らず、どこの

自治体も同じような課題抱えているのだと思いま

す。特に都市部であれば町内会ですとか区会への

加入率がどんどん、どんどん下がっていっている

というようなことも話題になっているわけです。

そのような中でこの区会、町内会制度、こういう

制度をどのように回していくのかというのは日本

全国での課題の一つではないかというふうに思っ

ているわけです。余市町としてもその例外ではな

くて、行政と地域住民とのパイプ役として、区会

とのパイプ役として連絡員制度というものを置い

ているわけでございますが、きちんと情報の伝達

や何を求めているのか連絡調整とか様々な場面で

連絡員にはパイプ役を担ってもらいたいと考えて

いるわけですけれども、人事異動でその都度替わ

るごとに担当の連絡員は区会に挨拶に行くように

はしていますし、制度を説明するなど区会との連

絡役としての顔つなぎをきちんとやっているとい

うことで、区会の高齢化が進んでいって、なかな

か難しい状況にある中で、何とか維持しようと町

としても頑張っているところであります。 

〇５番（内海冨美子君） 昔は、本当に身近に区

会の役員の方とか区会の皆様にお世話になりなが

ら共に生活をしてきたと思います。本当にお葬式

なんかがあるときには寄り添ってくださって、そ

れがだんだんお葬式もセレモニーのようになって

きましたから、なかなかそういう近いお付き合い

のようなものがだんだんなくなってしまってい

る。ある意味それはそれでそれぞれの個々のこと

もありますので、いいのかなという思いもありま

すけれども、やっぱりもっともっとつながりを持

たなければ、そして独り暮らしの方が多い、そう

いう世帯が多い中で、顔を見て、言葉を交わして、

それが何よりの喜びだと言っているご近所の方も

たくさんいらっしゃいますので、大きな規模では

なくて、本当に小さなこういう規模、区会の中で、

そして班ごとになっているところからコロナ禍で

人と接することが本当に変わってしまった昨今で

すので、そこのところもう一度、小さなことです

けれども、そういうコミュニティをまたつくって、

明るい区会の活動、そしてそういうことを子供た

ちも含めて社会の中に貢献する大人がたくさんい

るように、そういう活動などもまた思い起こして、

続けていかれたらいいと考えます。取り留めもな

く長くてすみません。 

あれですけれども、私の質問はこれで終了させ

ていただきます。 

〇議長（藤野博三君） 内海議員の発言が終わり

ました。 

 発言順位４番、議席番号４番、佐藤議員の発言

を許します。 

〇４番（佐藤剛司君） 令和５年12月第４回定例

会におきまして、さきのとおり通告いたしました

道の駅の再編整備について質問いたします。 

 後志自動車道余市倶知安間も数年内にも完成す

ると考えています。そうした中、後志自動車道に

おけるサービスエリア、パーキングエリアとして

の機能、さらには防災拠点としての機能も付加し

て、新たな道の駅構想があると認識しております。

また、近年不安定な世界情勢による資機材の高騰、

原料不足、人手不足など構想を進めるに当たり不

安材料があります。そのような状況の中、余市町

で進めている道の駅の再編整備についてお伺いい

たします。 

 １、新たな道の駅構想について計画の進捗状況

をお伺いいたします。 

 ２、今後の工事について町内事業者が参入する
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見込みがあるのかお伺いいたします。 

 ３、各省庁の支援メニューを活用して新たな道

の駅構想を進めていると思いますが、全体事業費

はどの程度の見込みかお伺いいたします。また、

本町の一般財源としてはどの程度になるのか併せ

てお伺いいたします。 

 ４、新たな道の駅が整備された場合、現在の道

の駅の今後の活用方法についてお伺いいたしま

す。 

 以上、答弁よろしくお願いいたします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁します。 

 １点目の計画の進捗状況についてですが、余市

町民間提案制度に基づき提案をいただき、採用と

なった提案内容を基に事業化に向けた詳細協議を

進めています。町が提案内容を採用した事業者は、

大和リース株式会社を代表とするコンソーシアム

であり、これまで建物の配置や周辺のインフラ整

備など様々な議題で話合いを行っており、協議が

調った場合には改めて所管委員会へ報告するとと

もに、町民の皆様にお知らせします。 

 ２点目の町内事業者が参入する見込みについて

ですが、地元企業への発注、資機材の調達による

地元貢献という内容がコンソーシアムからの企画

提案書に盛り込まれていますが、公共工事の発注

については町内への経済効果が十分に発揮される

ことを基本として事務を進めます。 

 ３点目の全体事業費と一般財源の見込みについ

てですが、現在事業化に向けた詳細協議を進めて

いる最中であることから、全体事業費及び一般財

源の見込みについてお示しできる段階にはありま

せん。しかしながら、複数の補助メニューを複合

的に適用するなど最大限補助金等を活用すること

により一般財源の縮減を図ります。 

 ４点目の現在の道の駅の活用方法についてです

が、現在の駐車場やトイレなど道の駅の機能に関

しましては、道路管理者である国と協議を進める

とともに、隣接する余市宇宙記念館も含めた利活

用について検討を進めます。 

〇４番（佐藤剛司君） １番の新たな道の駅構想

についての計画の進捗状況について再度質問させ

ていただきます。 

 この計画は何年も前から進んでいて、最近の報

道等でも令和６年３月には基本協定を締結し、令

和６年度から建設業務、用地取得の業務など開始、

さらに令和７年度から敷地造成などということ

で、報道ではそのようになっていますが、官民協

働による新たな道の駅構想というふうに考えてお

るのですけれども、官民協働の方式、最初の段階

ではＰＦＩ方式を取る予定ではあったのかなとは

思うのですが、現在その方式はどのようになって

いるのかお伺いいたします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 その質問は通告外だと思うので、きちんと通告

しておいていただければと思いますが、基本的に

は民間提案制度に基づいた提案ということで、先

ほど説明しましたとおり、大和リースがコンソー

シアムとなって、どういうやり方でやるのかとい

うような協議を進めていて、今年度に入ってから

の状況を説明すると、４月からいろいろ詳細に協

議を行ってきているわけですけれども、今まで９

回やってきておりまして、採用した土地を可能な

限りどういうふうに配置していくかというような

整理を行っているわけです。具体的には、土地の

利用条件や整備、今後の計画が具体化したときに

はどうするかについて検討をしているところであ

ります。 

〇４番（佐藤剛司君） 土地の整備等という話で

すが、道の駅の設置される場所というのは決まっ

ているのでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 道の駅の再編整備の場所については、もう外に
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出ているとおり、インターチェンジ付近のエリア

になっていくとは何度か私のほうから答弁をして

います。 

〇４番（佐藤剛司君） 計画の中では３つほど候

補地があったと思いますが、最終的にはインター

チェンジ近くで決定と考えてよろしいのでしょう

か。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきます。 

 ３つの候補地は相当前、昔の話です。現在はイ

ンターチェンジ付近を候補地として、それに基づ

いてコンソーシアムが組まれているというような

状況です。 

〇４番（佐藤剛司君） その答弁で理解いたしま

した。 

 それでは、ちょっと２番の今後の工事について

町内事業者が参入する見込みがあるのかお伺いす

るところで、コンソーシアムの提案で町内事業者

を活用していただけるという提案がありました

が、この提案というのは例えば契約する段階で口

約束ではなく、契約としてきっちり書面なりなん

なりで確約していただけるようなものなのでしょ

うか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 契約関係はまだ全然決まっている話ではないの

ですが、私のほうからコンソーシアムにも町内業

者にきちんと発注するようにというような話はし

ていますし、町内業者についてもきちんと参入す

るような話はしています。というようなことは、

両者には伝えているわけであります。あとは民間

同士の契約の話になるので、その点はこれから詰

めていく話ではないかなというふうに思います。 

〇４番（佐藤剛司君） 提案内容はとてもすばら

しいと思うのですが、計画の段階での話なので、

実際計画が進んで、工事が進みましたという段階

でやっぱり町内事業者使えませんみたいな話にな

る、要は話がそごした場合には町長として強い働

きかけをしていただけると思ってよろしいでしょ

うか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 もちろん私からはコンソーシアムのほうには言

っていますし、さすがに余市町内で工事をやるの

に町内業者使わないということはないと思います

ので、その点私のほうからはきちんと言うように

いたします。 

〇４番（佐藤剛司君） それでは、次の３番の質

問のほうを再度質問いたします。 

 全体事業費、どの程度の見込みか、一般財源と

してはどの程度になるのかお伺いいたしました

が、まだ協議もされていないしという部分で、全

く不明確なのかとは思うのですが、例えば道の駅

を一般的に建設するとして、10億円かかるのか、

100億円かかるのか、はたまた1,000億円かかるの

か分からないのですが、湯水のごとく財源が出て

くるわけではないと思いますので、ある程度上限

というのは町長の中であるのでしょうか。お聞か

せください。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 もちろん私の中で大体の見込みの金額はあるわ

けですけれども、それは協議を進めていく中で、

まだ最中なので、確定的なこと言えるわけではあ

りません。財政を預かる身としては、もちろん慈

善事業でやるわけではないので、これだけの投資

に見合うリターンがないと私は投資する気は全く

ありませんので、その点きちんと見通しを、回収

できるような金額で町の経済効果に波及するよう

な適切な金額、さらに一般財源はあまり使わない

方針ですので、きちんとした補助メニューを複合

的に活用しながら町の持ち出しがなく、最大限の

経済的利益をもたらすような金額について今協議

を進めているということであります。 
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〇４番（佐藤剛司君） 齊藤町長、成果主義と言

ったら変ですけれども、成果を重視されていると

思うのですが、道の駅を新たに建設されて、ある

程度町長の頭の中では成功するビジョンが描かれ

ているとは思います。ソフトの面でカルチュア・

コンビニエンス・クラブとの連携ということで考

えていらっしゃるのでしょうけれども、カルチュ

ア・コンビニエンス・クラブとの話合いの中で例

えば余市町の魅力、こういうのがあるから私たち

手挙げました、大和リースさんもそうなのでしょ

うけれども、企業側の余市町に対するこういうと

ころがいいよねみたいな話というのはあったので

しょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 企業側からは、もちろん余市町の魅力があるわ

けでこういうコンソーシアム組んできたわけで

す。まず、立地的にはインターチェンジ付近とい

うことがありまして、これから倶知安まで延伸す

る中で、有料区間と無料区間とのはざまなので、

いずれにせよ人が集まるエリアで北後志、倶知安

方面もそうですし、積丹方面もそうですし、両方

に分岐する交通の要衝というような立地的な要因

もあります。それに加えまして、もちろん果物や

ワイン、そして魚介類の有用な産地であるととも

に、あとは自然を生かした体験型もできるという

ような様々な可能性を企業側としても見いだしま

して、参入したいということを言ってきていると

いうことでございます。 

〇４番（佐藤剛司君） 北後志の玄関口、ゲート

ウエーとしての役割という感じの道の駅の構想だ

とは思いますので、企業側が明確なそういうビジ

ョンがあって、ただ造るだけではなく、今後サス

テーナブルな道の駅になっていくことを想像して

おります。町長の得意な補助金活用、ぜひともど

んどんやっていただければと思います。 

 最後に、４番、新たな道の駅が整備された場合、

現在の道の駅の今後の活用方法について再度質問

いたします。今回毛利衛さんが宇宙記念館の名誉

館長になりましたが、現在道の駅としては最低限

のトイレと売店だと思います。併設されている宇

宙記念館も今回毛利衛さんが名誉館長になられた

ということで、てこ入れと言うとあれなのかもし

れませんが、道の駅と併設している宇宙記念館を

メインとして活用していくのかどうなのかお聞か

せください。お願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 新たな道の駅ができた際の現在の道の駅につい

ては、道の駅が移転するという状況になると思い

ますので、宇宙記念館のところの道の駅の機能は

なくなるということになるかと思います。それを

踏まえて、宇宙記念館、今後どういうふうに活用

していくのか、公共施設として活用するのか、そ

れともどういうふうな方向に持っていくのか、公

共施設全体の再編整備の中で検討していくという

ことでございます。 

〇４番（佐藤剛司君） それでは最後に、町長の

頭の中が見られれば一番いいと思うのですが、道

の駅ができました。こういうふうな道の駅になり

ますよ、こういうことができますよ、余市町はこ

ういうふうに変化していきますよみたいな町民に

対して夢のあるお知らせができればしていただき

たいなと思うのと、あと子供たちの未来に何か影

響与えられることがこの道の駅にあると思うので

すが、町民の幸せ、幸福度も含めて町民にこうい

う未来、思い描いていることが言葉にしてできる

のであればお聞かせいただいて、質問を終わりた

いと思います。お願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 冒頭、１問目の質問で決まり次第委員会にその

都度出していくという話をしたのですけれども、

まさにどういうテナント配置してとか、そういう
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のは今ちょっとちょうど協議している最中で、次

の委員会に出す、出さないの話をちょうど、出せ

るのかという話をちょうどしていたので、もうち

ょっと遅い時期、タイミングにしてくれたら具体

的に示せたのではないのかなと思うのですけれど

も、基本的には道の駅、北後志のゲートウエーと

して地域の経済の活性化をきちんと担う施設であ

るというのともちろん子育ての支援にも資するよ

うな例えばキッズスペースなど完備したりとか、

コミュニティが集まれるようなコミュニティスペ

ースを確保したり、そういう人が集まって、町民

の憩いの場になるような、そういう道の駅になれ

ばいいというふうな考えを持っていますし、もち

ろん訪問される方も十分にこちらでリラックスし

たりして、楽しんでいただけるような施設になる

ということが想定されるわけです。まさにそうい

う配置については今事務方で詰めているので、近

い段階で示すことができるのではないのかなとい

うふうには思っています。 

〇議長（藤野博三君） 佐藤議員の発言が終わり

ました。 

 暫時休憩します。 

休憩 午前１０時５１分 

                              

再開 午前１１時０５分 

〇議長（藤野博三君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 順次発言を許します。 

 発言順位５番、議席番号14番、大物議員の発言

順位でありますが、本日通告者が欠席されており

ます。したがいまして、会議規則第60条第４項の

規定により通告はその効力を失うこととされてお

りますことから、そのように措置いたします。 

 発言順位６番、議席番号16番、寺田議員の発言

を許します。 

〇16番（寺田 進君） 令和５年第４回定例会に

当たり、さきに通告しております質問を行います。

答弁よろしくお願いいたします。 

 件名、近年の猛暑を受けた町立学校の暑さ対策

について。この夏の猛暑を受け、北海道教育委員

会は道立高校などの休暇に関する規則を改正し、

現在の合わせて最大50日から６日増やし、56日と

する規則の改正を決めました。夏休みと冬休みを

25日以内とする規定も撤廃し、来年度以降学校長

の判断で夏休みを延長できるようになるとされて

おります。今回の判断は、市町村の教育委員会の

指標になり、今後道内各地の小中学校についても

延長を検討する動きが加速すると見られておりま

す。そこで、以下伺います。 

 ①、北海道教育委員会の規則改正を受け、余市

町ではどのように対応されるのか伺います。 

 ②、休暇を増やした場合、授業時間の確保は可

能なのか伺います。 

 ③、学校環境衛生基準で教室内の温度は17度以

上28度以下が望ましいとされていますが、本町の

現状を伺います。 

〇教育長（前坂伸也君） 16番、寺田議員の町立

学校の暑さ対策についてのご質問に答弁申し上げ

ます。 

 １点目の規則改正の対応と２点目の授業時間の

確保については、関連がございますので、一括し

て答弁させていただきます。本町におきましては、

今夏の猛暑を受け、９月以降夏休みの延長等につ

いて校長会と精力的に協議を重ねてまいりまし

た。現行の総休業日数50日を延長することは授業

時数の確保が難しいことから、来年度は総日数を

維持した上で夏季休業を30日に延長、冬季休業に

ついては20日に短縮することとし、さらに小学校

では夏季休業明けの８月最終週を給食後に下校す

る午前授業とすることといたします。 

 次に、教室内の温度の現状についてでございま

すが、今夏につきましては気温の上昇に伴い、ご

質問にあります学校環境衛生基準で望ましいとさ
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れる28度を超える状況にあったものと認識をして

おりますが、来年度以降も猛暑が続くことを想定

し、冷房設備の効率的な整備を検討してまいりた

いと考えておりますので、ご理解を賜りたいと存

じます。 

〇16番（寺田 進君） 今教育長のほうから夏の

休暇を30日と、冬期間を20日という方向でいかれ

るというふうにお伺いしましたが、もう一点、す

みません、今年の８月21日から25日の週、この週

で町内の小中学校で休校、または帰る時間を早め

たのは何日あったのでしょうか。それに併せて、

夏の30日というのは何日から始まって、何日で終

わるのかというのが決まっていればお知らせくだ

さい。 

〇教育長（前坂伸也君） 16番、寺田議員の再度

のご質問にご答弁を申し上げます。 

 臨時的に休業したケースがあるかとのご質問で

ございますが、東中学校で午前授業にして、午後

から休業したという例が１点ございます。それ以

外に今年度そういった措置を取った事案はござい

ませんでした。 

（何事か声あり） 

〇議長（藤野博三君） 寺田議員に申し上げます。 

 もう一度そのところの発言をお願いいたしま

す。 

〇16番（寺田 進君） すみません。通常夏休み

は今までだと私の感覚だと７月25日ぐらいから８

月20日以前ぐらいですか、で行っていたのですけ

れども、夏の休暇を30日にされるとおっしゃった

のですけれども、大体しか、明確な日にちはない

のでしょうけれども、何日から何日ぐらいの間に

30日を取られるかというのをお伺いしたいと思い

ます。 

〇教育長（前坂伸也君） 16番、寺田議員の再度

のご質問にご答弁申し上げます。 

 答弁漏れがございまして、申し訳ございません

でした。ただいま次年度の休業日の変更について

答弁をさせていただきましたが、あくまでも予定

ということで答弁をさせていただきますが、令和

６年度夏季休業日を30日に延長した場合、７月

27日から８月25日までということで予定をしてお

ります。これは小中学校統一してそういう対応し

たいと考えております。あとは、冬休み、冬季休

業日につきましては12月26日から１月14日までを

休業日ということで予定をしております。 

〇16番（寺田 進君） そういう意味では、私何

で夏休みの期間を聞いたかというのは、皆さんと

いうか、教育委員会も数字は押さえられていると

思いますけれども、今年北海道で熱中症アラート

等で休校とか帰る時間を早めたということが実は

８月23日から25日までの間が最も多かったとされ

ています。ちなみに、８月23日は294校、24日は

699校、25日が751校というふうに発表されていま

す。結局何を言いたいかというと、通常だと８月

20日前に要するに夏休みが終わってしまっている

のです。それがこのときに、今年については８月

21日から25日の週が最も暑かったのではないか

と。熱中症アラート等の発表されているのが多か

ったのではないかなと思われます。そういった意

味では、今回の余市町で予定されているところは、

毎年同じようにはいかないかも分かりませんけれ

ども、ある意味ではタイムリーな日付の設定かな

というふうに思われます。ただ、これも自然現象

ですから、何とも当然いかないわけです。そうい

った意味で、夏を30日に延ばした分から、また様

々な気候変動の状況によってその後も当然暑さが

続くことも考えられますけれども、そのときに休

業等で対応できる余力と言うと変ですけれども、

そういうある意味では日数的な余裕は残されてい

るのでしょうか。伺います。 

〇教育長（前坂伸也君） 16番、寺田議員の再度

のご質問に答弁を申し上げます。 

 このたび総時数は変えないで夏季休業、冬季休

業の配分を変えるような措置を取らさせていただ
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きますが、ご質問にありますとおり、道立学校が

延長するということで、そういったことも含めて

校長会とも精力的に協議をした経過がございまし

た。そういった中で、特に中学校はなかなか総日

数を延長すると時数の確保が難しいということで

のお話をいただきました。そういった中で、先ほ

ど答弁しましたが、できるだけということで、小

学校、余裕あるわけではございませんが、１週間

は短縮した授業を行うということで、これは時数

を考慮した中での最大限の対応でございます。そ

ういった中で、今インフルエンザ等も非常にはや

っております。そういった中で臨時休業等も行っ

ておりまして、今年の状況でいいますと、なかな

か授業時数の確保も完全に足りないということで

はございますが、今後不測の事態等が発生すると

なかなかクリアするのも難しいような状況もござ

います。そういった中でいろいろ状況は変わると

思うのですが、現時点では総日数50日を維持した

中で対応してまいりたいと考えています。 

〇16番（寺田 進君） 相手が自然だけに教育委

員会はじめ教職員の方も本当に苦慮をされながら

の学校運営になると思われますが、北海道につい

ては吹雪等もございますし、また様々ないろいろ

なことで突発的な休校等も出てくる可能性も多分

にあると思われます。そういった中において、や

っぱり一番教育委員会も苦労されていると思いま

すけれども、現場の教職員が本当に休みになると、

では休んだ分どこで取り返すのだということをあ

る意味では真剣に悩みながら毎日やっていらっし

ゃると思うのです。そういった教職員に対しての

配慮も十分にしていただきながら、学校運営をよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 続いて、先ほどの学校環境衛生基準の件でちょ

っと再質問させていただきます。これ2018年に改

正された基準で、先ほどの温度が出ていましたが、

その後に温度、相対性湿度及び気流の検査方法に

ついて最低限必要な測定器の精度を示すように見

直し、それに係る留意点として、温度の基準につ

いては健康を保護し、かつ快適に学習する上でお

おむねその基準を遵守することが望ましいもので

あることに留意すること。温熱環境は温度、相対

湿度、気流や個人の温冷感等により影響されやす

いことでもあることから、教室等の環境の維持に

当たっては温度のみで判断せず、その他の環境条

件及び児童生徒等の健康状態を観察した上で判断

し、衣服による温度調節も含め、適切な措置を講

ずることというふうになっております。本町では、

この辺についてどのようにされているのか、学区、

教室、また体育館ですか、あと屋外等で。この辺

のある意味での観察といいますか、基準はどのよ

うにされているのかお伺いしたいと思います。 

〇教育長（前坂伸也君） 16番、寺田議員の再度

のご質問に答弁をさせていただきます。 

 学校環境衛生基準についてのご質問でございま

す。ご質問のとおり、基準が定められております

が、余市町教育委員会、余市町独自ではそういっ

た基準は定めておりません。あくまでもこの衛生

基準を遵守する形で学校経営がなされるものとい

うふうに理解をしているところでございますが、

特に温度の部分についてはやはり学校によって、

また地理的な要件によって、あとはもっと言えば

階数によって相当な差があるということも、今年

そういったことでの報告も受けております。そう

いった子供たちが学ぶための温度、湿度等々の環

境維持というのは非常に大事なことだと思います

ので、私どもとしても今年の状況等を十分、今現

在やっているところなのですが、検証した中で学

校でそういう適正な温度管理等々で対応するよう

な形で一定程度統一感を持った対応をしたいと考

えております。 

〇16番（寺田 進君） 今教育長から答弁いただ

きましたけれども、特に分かりやすく言うと教室

では温度計で管理されているのでしょうか、それ

とも湿度計で管理されているのでしょうか、それ
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とも近年は暑さ指数計という、ＷＢＧＴというも

のが出ております。それによって各場所の指数を

出しているというか、それを見て判断されている

ところもあると聞いていますけれども、この辺は

どのようになっているのでしょうか。 

〇教育長（前坂伸也君） 16番、寺田議員の再度

のご質問に答弁申し上げます。 

 温度管理についてのご質問でございます。基本

温度計で測定をしているということでございま

す。学校によっては暑さ指数計を有している学校

もありますが、全体的に整備をされている状況に

もございません。次年度に向けてそういった温度

の測定する機器についても今整理をしているとこ

ろでございます。 

〇16番（寺田 進君） 教室というのは生徒が授

業する一番最も大事なところになりますので、そ

ういう中での、ともするとある意味では大人の感

覚で何ともないのではないかとか、このくらいな

らみんな我慢できるのではないかとかという、あ

る意味での大人の感覚で判断しがちになりますの

で、それも一つの大事な指数になるかも分かりま

せんけれども、もっともっと正確なといいますか、

間違いのない数字を持ってやることが大事になる

と思います。あわせて、これ文部科学省の昨年９

月の数字ですけれども、学校でのエアコンの設置

率は道外の学校は100％にほとんど近いそうです。

ただ、道内の小中学校では去年の９月で20％足ら

ずというところで、高校においては１％に届いて

いないというふうに言われています。ただ、昨今

の報道で北海道については道立高校と特別支援学

校の全ての普通教室に窓用エアコンを来年夏に間

に合うように設置をするというふうに、順次通常

のエアコンも導入していくというふうに言われて

います。近場では、小樽は来年の７月をめどに全

小中学校にエアコンを設置するという新聞報道も

ありました。お金がかかることですし、特に最近

はエアコン本体も品薄で、なかなか確保するのが

難しいとも言われておりますが、そういったこと

も踏まえながら、ただ未来を担う子供たちの授業

の場所に一刻も早くエアコンの設置を求めたいと

思われます。その辺の今後の将来について教育長

にお伺いして、質問終わります。 

〇教育長（前坂伸也君） 16番、寺田議員の再度

のご質問に答弁を申し上げます。 

 冷房設備に関わるご質問でございます。昨日補

正予算でも提案させていただいて、可決をいただ

いたところでございますが、今年度保健室への窓

枠クーラーを年度内に設置をするということでご

ざいます。そういった中で、普通教室については

今町側の理解もいただいております。そういった

中で、昨日担当課長のほうからも答弁をさせてい

ただきましたが、普通教室に設置すべく今電気系

統の調査をしております。そういった中で、結果

が出次第町側とも協議をして、次年度にはそうい

う冷房設備の設置をしたいということで今現在考

えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。 

〇議長（藤野博三君） 寺田議員の質問が終わり

ました。 

 各会派代表者会議、諸会議の開催、さらに昼食

を含め午後１時まで休憩します。 

休憩 午前１１時２７分 

                              

再開 午後 １時００分 

〇議長（藤野博三君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 順次発言を許します。 

 発言順位７番、議席番号８番、川内谷議員の発

言を許します。 

〇８番（川内谷幸恵君） 令和５年第４回定例会

において、さきに通告いたしました質問をさせて

いただきます。 

 地域の医療体制等について。コロナ禍もあり、

明けた今、医療従事者の方は大変苦労され、感謝
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することしかできませんが、町民にとっては生活

をしていく上で医療機関とは切っても切り離せな

い存在であります。まして子供のいる世代にとっ

ては、重責を担っていると思われます。この先の

高齢者の増加、子供減少となる一方で、両方にと

って医療との関わりが増すことは目に見えていま

す。そこで、今後の町としての医療施設への対応、

支援と町民に対しての医療提供をどのようにして

いくのかについて以下伺います。 

 １、町民から医療機関の不便さ、対応の悪さな

どの様々な話を聞きます。町民が困ることのない

ように町民が安心して医療を受けられるように町

として支援、対応をしていかなければならないと

思います。町民からの医療に関わる意見、苦情等

を対応する窓口的なものはあるでしょうか。窓口

等がないのであれば、今後設置することはご検討

いただけないでしょうか。見解をお聞かせいただ

きたい。 

 ２、今後の高齢化社会、我が町での町民への医

療の提供の在り方をどう実施していくのかなど課

題はたくさんあると思われます。町として医療機

関としっかり連携を取り、高齢者、子育て世代に

は町は寄り添った医療を提供していくべきだと私

は考えていますが、町長の今後の構想などあれば

お聞かせいただきたい。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、川内谷議員の質問

に答弁します。 

 １点目の医療に関わる意見、苦情等を対応する

窓口についてですが、余市町に窓口はございませ

んが、医療機関への指導は北海道が担っており、

北海道医療安全支援センターを設置し、住民から

の医療への苦情、相談を受け付けています。 

 ２点目の医療の提供の在り方についてですが、

現在町内には病院が２件、診療所は13件、歯科診

療所は12件で医療を提供していますが、医療体制

については北海道が2025年を目指した北海道地域

医療構想を策定し、小樽市を含む後志全域の２次

医療圏として医療の充実が図られています。今後

も北海道はもとより、管内市町村、さらには医師

会と連携しながら安全、安心な医療体制の確保に

努めます。 

〇８番（川内谷幸恵君） ただいま町長から医療

安全支援センターの回答がありましたが、この医

療安全支援センターですが、余市町内にはないと

思われるのですけれども、道立保健所で受け付け

ていますということになっていますけれども、将

来的に余市町の身近な場所で相談などが受けられ

るような体制を検討していただくことは可能でし

ょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、川内谷議員の質問

に答弁させていただきたいと思います。 

 先ほど申し上げたとおり、医療機関への指導は

広域自治体である北海道が担っておるわけであり

ます。町内にある病院は、町立病院ではございま

せん。各医療法人が経営するわけで、一義的な苦

情は各医療法人にするべきことで、それでもらち

が明かない場合は指導機関である北海道に苦情を

入れていただくということになるかと思います。 

〇８番（川内谷幸恵君） 先日も町長が子育て支

援には力を入れているとおっしゃっておりました

が、医療に関しても子育て支援には欠かせないも

のだと思っております。子供が何かあったときに

すぐ対応できる医療機関などがあれば、町民も安

心して生活していけると思いますが、最近ちょっ

とやっぱり苦情が、苦情というか、受診拒否など

の話とかが見受けられるので、そういう困った町

民に対して町は何かできることはないかお聞かせ

ください。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、川内谷議員の質問

に答弁させていただきたいと思います。 

 先ほどの、具体的にどういう苦情なのかは分か

りませんし、町が医療機関を別に指導する立場に

もありませんので、指導するのはやはり北海道の

役割なので、そちらに苦情は入れていただくとい
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うことが一義的かと思います。個別具体的な話で

ないとちょっと分かりかねますので、一般的な答

弁にはなります。 

〇８番（川内谷幸恵君） 分かりました。 

 ２番の今後の医療の構想についてなのですけれ

ども、地域密着型診療所とか、そういう地域密着

に関した医療が最近では道外のほうでも見受けら

れますが、余市町みたいに小さな町ではこの地域

密着型医療が私は適しているのではないかと思う

のですが、今後そういう転換などとかのご見解を

いただきたいです。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、川内谷議員の質問

に答弁させていただきたいと思います。 

 先ほど申し上げたとおり、町内には人口の割に

は医療機関がたくさんあるわけでございますが、

すなわち地域に密着した医療機関の数が確保され

ているのではないかなというふうには私は思いま

す。 

〇８番（川内谷幸恵君） 町長のおっしゃるとお

り、医療機関はたくさんあるのですが、町民に寄

り添っている医療機関ではないのではないのかな

と私は思うのですけれども、地域密着型医療って

地域になくてはならない存在という位置づけにな

っていますが、私はそういうメンタルというか、

町で暮らしていくために、暮らしやすさのために

は地域と地域密着型医療と町が連携して、町民の

皆様に安心、安全をお届けできたらなと思うので

すけれども、町長はどう思われますか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、川内谷議員の質問

に答弁させていただきたいと思います。 

 もちろん私もそう思っていますし、地域密着型

ではないかどうかの可視的な判断はここでは差し

控えますけれども、先ほど申し上げたとおり、医

師会とも連携しながら町民に安心、安全な医療体

制を提供するように町としてもやっていっている

ということであります。 

〇８番（川内谷幸恵君） 私も子育て世代の一人

でありますが、やはり医療は何かあったときにす

ぐ町内で対応してくれる医療機関が必須だと私は

思っております。ほかの町民に聞くと、そのまま

隣町の病院に子供の受診とかをするという話をよ

く聞かれるので、やはりそこは余市町の医療機関

に信頼を置いていないということなのかなと思わ

れますが、子育て世代の医療に対して何かいい方

法はないでしょうか。何か町としてできることは

ほかにないかお聞かせいただきたいです。 

〇町長（齊藤啓輔君） ８番、川内谷議員の質問

に答弁させていただきたいと思います。 

 まさに子育て中の方に対しては、小児科がもち

ろんかかりつけ医になるわけですから、本当に小

児科がたくさんある自治体とかだったらバックア

ップで二、三かかりつけ医を確保しているという

ところはもちろん都会だったらあるわけですけれ

ども、余市については１件小児科が閉鎖してしま

って、協会病院でしか小児科が診られないという

状況ではあります。その中で小児科不足というの

は、余市はまだあるから、いいほうですけれども、

ない自治体というのはたくさんあるわけであっ

て、その確保というのは日本全国的な課題になっ

ているわけであります。こんな中で、余市もきち

んと小児科については医師会とも連携しながら診

療体制の確保だとか、協会病院のお世話になるこ

とになりますけれども、そういうところときちん

と連携を取りながら子育て世帯にも不安のないよ

うな体制づくりについては協議を進めているとい

うことであります。 

〇８番（川内谷幸恵君） 分かりました。今後も

地域の医療機関と連携を取りながら子育て世代の

力になれるようにご尽力願いたいと思います。 

 終わります。 

〇議長（藤野博三君） 川内谷議員の発言が終わ

りました。 

 発言順位８番、議席番号13番、ジャストミート

あたる議員の発言を許します。 
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〇13番（ジャストミートあたる君） 一般質問通

告書に基づき質問させていただきます。 

 件名、学校の宿題と給食の関係について。余市

町内の小学校では宿題や自学をやってこなかった

生徒に対して教師が給食のお代わりを制限してい

るという内容が私のもとに報告されました。給食

は本来楽しく、豊かに、そして平等に提供される

べきものです。それが学習能力や家庭環境の都合

により差別的な待遇がつくり出されることは許さ

れません。１か月ほど前に福岡県宮若市の小学校

において、男子児童が宿題をしていないなどの理

由で担任の教諭から給食を減らされるということ

が常態化しているという報道もあった。そこで、

次の事項を伺いたい。 

 １、宿題をやる、やらないで給食のお代わりを

制限していたことを実態として行政側は認識、把

握していたのか。 

 ２、このようなことに対してどう対応するのか、

またどう対応したのかお伺いしたい。 

 次、大型連休前後の学校の体制について。平成

27年度版自殺対策白書によると、過去40年の18歳

以下の日別自殺者数は夏休み明けの９月１日に最

も自殺者の数が多くなっている。それだけではな

く、春休みやゴールデンウイーク等の連休等、学

校の長期休業明け直後に自殺者が増える傾向があ

ることが分かっています。つまり子供たちにとっ

て長い休みの後の登校によるストレスは大きいも

のであることが分かります。また、休み前に出さ

れる大量の宿題等は楽しい休みの足かせになるほ

かに、宿題をやらないと叱られるという感覚を持

たせてしまいます。一度宿題というものをなくし

てみませんでしょうか。昨今言われている教師の

超過勤務問題も、宿題という慣習をなくすことに

より教師の負担軽減の可能性も生まれてきます。

そこで、次の事項を伺いたい。 

 １、子供たちの連休後の登校ストレスを緩和さ

せるために学校に来ても来なくてもよい自由登校

期間を数日用意したソフトランディング登校はで

きないか。 

 ２、学校側がつくる宿題をなくし、主体的、対

話的な自主学習に切り替えてはどうか。 

 次、義務教育に関わる費用の無償化について。

憲法26条には「すべて国民は、法律の定めるとこ

ろにより、その保護する子女に普通教育を受けさ

せる義務を負ふ。義務教育は、これを無償とする」

とあります。しかし、現状は無償とは言い難い状

況です。授業内容に即して様々な費用が保護者に

要求されます。主なものとして、習字セットや絵

画セット、研修旅行、修学旅行があります。現在

余市町では、定規やコンパスは寄附により保護者

の負担は軽減されているようです。中学に進むと

制服を着用することを求められ、これも保護者負

担です。給食もいまだに無償ではありません。そ

もそも午前授業のみなら給食自体が必要ありませ

んが、昼を挟んでの授業工程を組んでいるならば、

これは義務教育の範疇であると言えます。折よく

岸田首相が年頭に掲げた異次元の少子化対策は、

子供関連予算を倍増する流れを示しました。この

時流に乗じ、学校に係る基本的な費用は余市町が

完全に負担するべきだと思われますが、所見を伺

いたい。 

 次、北星余市高校へ今まで使われた補助金等に

ついて。北星余市高校へ今まで使われた補助金等

や私学助成金の総額と過去20年の各年別の額をお

聞きしたい。 

 次、余市のプールの再開及び現状について。先

日以前余市のプールを利用していた方からプール

の再開等について相談が寄せられました。そこで、

余市のプールのこれからについてお聞きしたい。 

令和３年４月から老朽化により危険回避のため

の休館と示されているが、このまま放置か、補修

か、解体か、建て替えか。もし補修するならばど

れぐらいの経費がかかりそうかお答え願いたい。 

 次、害獣駆除の箱罠の設置と農林水産課の対応
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について。前回の一般質問において、農林水産課

の職員にわな猟の免許取得者はいるかとの質問に

いないとの答えがあった。しかし、私の自宅が過

去にキツネに襲われたとき職員の方に中型の箱わ

なを設置していただきました。そのときに捕まえ

たキツネを撮影したが、撮らないように指示をさ

れました。同時に、捕まえたキツネはこの後どう

なるかを問うたが、一切答えていただけなかった。

後に余市の農林水産課に電話で詳しく聞こうとし

たが、濁すばかりで話にならず、倶知安町の農林

水産課や道庁に答えていただいたという経緯があ

ります。倶知安町の職員によると、わな猟の免許

を持っていなければ中型の箱わなを設置できない

らしく、資格を持っている猟師に随伴して現場に

行くと聞きました。そこで、次の事項を伺いたい。 

 １、わな猟の免許を持たない農林水産課の職員

による中型の箱わなの設置は法律的に問題ない

か。 

 ２、捕獲されたキツネは、最終的にどういう処

分に至るのか。 

 ３、農林水産課は電話口では答えず、文書で提

出しろと繰り返すばかりで、一向に取り合わない。

その上で、文書で質問状を送ると１行のみで答え

るという状況だったが、このような対応は不適切

ではなかったのか。 

 ４、ラインで熊の出没の情報が送られてくるが、

始まりはいつか。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の北星余市高校への補助金等に関する質

問に答弁します。 

 なお、補助金の申請及び交付に関する文書につ

いては、保存年限が５年とされていますので、過

去５年分について答弁します。私立学校助成制度

に基づく補助金として、平成 30年度は 81万

6,000円、令和元年度は88万円、令和２年度は86万

8,000円、令和３年度は77万2,000円、令和４年度

は74万8,000円を支出しています。また、新型コロ

ナウイルス感染症対策支援事業助成金として、令

和２年度から令和４年度までそれぞれ100万円を

支出しています。 

 次に、害獣駆除の箱罠の設置と農林水産課の対

応に関する質問に答弁します。１点目の職員によ

るわな猟の設置についてですが、キツネの捕獲に

つきましては町が職員へ捕獲許可証を交付し、業

務に当たっていますので、法律的に問題ありませ

ん。 

 ２点目の捕獲されたキツネにつきましては、捕

獲許可に基づき一般廃棄物として処分していま

す。 

 ３点目の農林水産課の対応については、適切に

対応しています。 

 ４点目のラインでの熊出没情報につきまして

は、令和２年度より発信しております。 

 なお、教育委員会関係につきましては、教育長

より答弁します。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の学校の宿題と給食の関係について、

１点目と２点目のご質問については関連がありま

すので、一括して答弁させていただきます。 

 給食のお代わり制限の実態把握と対応について

でございますが、一部の小学校でお代わりを制限

するという指導が行われていた事実を把握した時

点で学校長と協議を行い、不適切な対応であると

判断し、担任教諭に対し直ちに中止するよう指導

したところでございますので、ご理解を賜りたい

と存じます。 

 次に、大型連休前後の学校の体制についてのご

質問に答弁申し上げます。１点目の長期休業明け

の登校が児童生徒に与えるストレス、いわゆる学

校不適応の原因としましては、生活リズムの乱れ

や友人関係など様々な要因が挙げられており、年

度初めや夏休み明けに増加する危険性が高まると

言われております。ご質問のソフトランディング
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登校については、対応が難しいものと考えており

ますが、今後においても児童生徒の心理的ストレ

スや不適応感の軽減に資する学習環境の構築に努

めてまいりたいと考えております。 

 次に、自主学習についてでございますが、主体

的、対話的で深い学びの実現は子供たちが生涯に

わたって能動的に学び続けるために必要な観点で

あり、読む、書くといった言語活動、観察や実験

問題、解決的な学習などの質を向上させるため、

早い時期での学習習慣の確立が求められていま

す。この点で家庭学習は発達の段階に応じた学習

計画の立て方や学びを促すことを視野に入れた指

導の一つとして重要であり、予習、復習などを宿

題として適切に課することは能動的で主体的な学

習姿勢の確立のために必要であると考えておりま

すので、ご理解を賜りたいと存じます。 

 次に、義務教育に関わる費用の無償化について

のご質問に答弁申し上げます。日本国憲法第26条

第２項の義務教育は無償とするの範囲につきまし

ては、最高裁の判例から教育提供に対する対価と

は授業料を意味するものであり、対価の無償とは

授業料不徴収の意味と解するのが相当であり、ま

た学用品その他教育に必要な一切の費用までを無

償と解することはできないものと理解しておりま

す。ご質問にありますとおり、国においては異次

元の少子化対策を表明しているところでございま

すが、今後国の動向を注視してまいりたいと考え

ております。 

 次に、温水プールの再開及び現状についてでご

ざいます。温水プールにつきましては、昭和56年

７月の開設から令和３年４月の施設休止までの

40年間町民に広く利用され、生涯スポーツの拠点

施設として重要な役割を担っていたものと認識し

ているところでございますが、令和２年11月中旬

に専門業者に調査を依頼し、提出された報告書に

よりますと、プール屋内の鉄骨全体が腐食し、鉄

骨の劣化進行が著しく、利用者の安全確保が難し

い状態にあり、補修で対応できる状況でないため、

現在施設の解体について検討しているところでご

ざいます。建て替えには多額の事業費を要するた

め、今後全町的な公共施設の在り方について協議

が進められ、方向性が示されるものと考えており

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） まず、１枚

目、学校の宿題と給食の関係についてですが、指

導済みとありますが、これを把握したのはいつ頃

でしょうか。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の再度のご質問にご答弁申し上げま

す。 

 対応と関連いたしますが、11月に学校長からご

質問にありますような指導が行われていたとの報

告を受け、対応したところでございます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 教育長が把

握したのは11月。学校が把握したのはいつでしょ

うか。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の再度のご質問に答弁を申し上げま

す。 

 学校長から報告を受けたところでございます

が、学校、管理職として私が報告受けた時期に把

握したものと理解をしております。 

〇13番（ジャストミートあたる君） ということ

は、発覚と指導が11月ということで私は今把握し

ましたが、この話が上がったのは夏休み前に私の

ところに来て、私ユーチューブチャンネル持って

いるもので、そこでしつこくずっと公表していた

わけなのです。確かにその相談、報告された方か

ら11月にぴたりとそれが収まったという報告はそ

の方から受けました。これは、一応今裏取れたと

いうことで把握しておきます。そもそもその教師

はどういった経緯でこういったことをやったのか

お答えください。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート
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あたる議員の再度のご質問にご答弁を申し上げま

す。 

 教師は宿題等のルールを守らないということ

で、指導としてそういった対応をしたということ

で聞いております。 

〇13番（ジャストミートあたる君） ルールを守

らないというのは宿題をやってこないというか、

放棄した、宿題やってこない。例えば宿題と自学

というのがたしかあると思うのですが、これ２つ

同時に課されると、スポーツとかいろいろやって

いる子供はやっていけないときがあるわけです。

そういうところにこういった給食費を集めて、均

等に配られるものを、こういったものをルールを

守らないから、懲罰として給食を与えないという

のは本当あり得ないことなので、これは今後起こ

らないように徹底していただきたいと思います。 

これに関しては以上です。 

 次に、２番、大型連休前後の学校の体制につい

てですが、宿題はなくさないというふうな結論に

なったということで今私は把握していますが、そ

れでよろしいでしょうか。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の再度のご質問に答弁を申し上げま

す。 

 宿題は、なくさないということで考えておりま

す。 

〇13番（ジャストミートあたる君） やはり宿題

と自学、先ほど言ったとおり、同時に課されると

きがありますが、自学と宿題の違いをちょっと示

していただきたいです。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員のご質問に答弁申し上げます。 

 自学というと、主体的な学び、意識を持って自

ら学ぶということで理解しております。宿題につ

いては、学校教師が一応そういった部分で教育課

程の一環として子供たちに課すると。宿題という

部分をするように指導するということでの違いが

あると思います。 

〇13番（ジャストミートあたる君） やはり宿題

となると、教師と親の強制性が働くと私は思って

おります。やらなければいけない勉強と自分から

進んでやりたい勉強というのはこれ全く質が違う

ものなので、やっぱりストレスはすごいと思うの

です。長期休暇、量だって多いです。これを自学

に変えることによって教師の負担も減るし、自ら

勉強したいという欲も子供たち出てくると思いま

す。これを例えば自学、主体的、宿題、強制性と

いうふうに取るならば、やはり同時に全部子供に

課すのは僕はきついと思うのです、現状。ゆとり

と言われてもしようがないですけれども、自学主

体で一本でいったほうが僕は今後の子供たちの発

達にはいいと思うのですが、やはり強制的にやる

勉強は身につかないと僕は思います。なので、も

う一度問いたいのですが、宿題やめませんか。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の再度のご質問に答弁をさせていただ

きます。 

 先ほど答弁もさせていただきましたが、宿題を

課することによって能動的で主体的な学習姿勢の

確立が図られるということでございます。一定程

度やはり個人の能力差があるのですが、基礎的な

学力を身につけるということは大事でございま

す。教師の方の負担軽減ということもございまし

たが、子供たちが一定程度基礎的な学力を身につ

けることにより、より通常の授業が円滑に進むと

いうこともあると思います。そういった意味で、

今現在、今時点では宿題を課することは必要であ

るというふうに考えております。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。子供たちの気持ち、やっぱり伝わらないのだ

なというところが今の僕の所感でございます。せ

っかく楽しい夏休みを、休みは休みとして、学校

からやはり切り離されて生活するべきだと思いま

すが、これ以上言ってもしようがないので、これ
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で一旦締めます。 

 ソフトランディング登校については、努めると

いうお答えがいただけたので、よろしくお願いい

たします。 

 これは終わります。 

 次、義務教育に係る費用の無償化についてです

が、赤井川村では給食費が無料です。余市町はい

まだに5,300円かな、取られています。この違いは

何でしょうか、町として。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の再度のご質問に答弁を申し上げま

す。 

 給食費についてでございますが、本町は完全無

償化にはしておりません。ただ、援助が必要な世

帯については支援をさせていただいているところ

でありまして、教育的な観点から公平性は確保さ

れているところでございます。本町におきまして

は、給食費全額無償ということはしておりません。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 赤井川村に

できて、余市町にできない理由は何だと思います

か。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の再度のご質問に答弁を申し上げま

す。 

 人口規模の問題、経費等の問題もあろうかと思

います。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 余市町には、

その経費は余裕はありませんか。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員のご質問にご答弁を申し上げます。 

 私、経費的なこともありましたが、全て一概に

それで結論づけるということではこの話は成り立

たないと思います。ご質問の中に岸田首相の、国

の姿勢、異次元の少子化対策ということでご質問

がありましたが、そういった中でそのメニューの

中に国のほうでも給食費の無償化というものを今

調査研究するということでたたき台にのっており

ます。ある意味こういった給食費については基本

的な子供の福祉に関わることでございますので、

国が一律的に負担することが望ましいと、そうい

った論調もあるところでありまして、私個人的に

は、個人的にって怒られますね。私としては、一

定程度まちによって考え方は違うと思うのです

が、そういった対応をしているところもあるとい

うことで認識しております。もっと言えば、昨日

町長のほうが子育て支援の施策に力を入れている

ということでお話がございました。昨日の補正予

算の中でも子育て支援として一律３万円の交付で

すか、あとは給食費２か月分無償ということでの

対応も町のほうでしております。そういった部分

で教育費という部分で直接的ではないのですが、

町としては子育て世帯に対してそういった負担軽

減の措置がされているものと理解をしておりま

す。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 現在日本で

は、７人に１人が貧困世帯と言われております。

余市町には１件の子ども食堂、ニコニコ食堂とい

うのがありまして、これも月１の開店なのです。

やはり子供の食に関しては余市町は非常に物足り

ないというか、あんまり力入れていないのではな

いかと感じざるを得ません。子ども食堂にも力入

れるのはいいのですが、そこを充実させるよりも

給食費をゼロにして、全部、全く稼ぎがない町で

はないですから、余市の広報にも載っていたとお

り、ふるさと納税でもパーセンテージとしては伸

びているので、そういった予算を給食費とかに、

いわば学校、子供のこういった家庭の負担、こう

いったものを軽減するように予算回せないでしょ

うか。 

〇議長（藤野博三君） ジャストミートあたる議

員に申し上げます。 

 ふるさと納税については教育委員会の所管にあ

りませんので、その辺十分考慮した中で発言いた

だければと思います。 
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〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。予算が割けないかどうか。 

〇議長（藤野博三君） ふるさと納税の部分につ

いては答弁をしなくて結構だと思いますので、関

連答弁あれば教育長の答弁を求めます。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の再度のご質問に答弁をさせていただ

きます。 

 給食費の関係でございます。繰り返しになりま

すが、子ども食堂の話もありましたが、それは福

祉的な対応だと思います。そういった意味におい

て、給食費については今現在も援助が必要な世帯

には支援をさせていただいているところでござい

ます。そういったことでご理解いただきたいと思

います。あとは、先ほども言いましたが、子育て

支援に今現在手厚い施策も打たれておりますの

で、そういった意味において小中学生を持つ子育

て世帯に対する経済的援助は今現在も行われてい

るというふうに理解をしております。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。一応できる限りのことはやっているのだなと

いう理解ですけれども、まだまだ足りない状況で

すので、通告書に挙げた全ての経費というもの、

余市町が担えるように努力していただきたい、こ

う思っております。 

 ４番に移りたいと思います。北星余市高校へ今

まで使われた補助金等について、５年に遡って把

握しました。・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…… 

〇議長（藤野博三君） ジャストミートあたる議

員に申し上げます。 

 質問中でありますが、ジャストミートあたる議

員の質疑は補助金等についてでありますので、補

助金等について質疑をしていただきたいと思いま

すので、ご配慮願います。 

〇13番（ジャストミートあたる君） では、後か

ら話そうと思ったのですが、ちょっと前倒しで言

います。・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・…… 

〇議長（藤野博三君） 今ジャストミートあたる

議員の発言中ではありますが、申し上げます。 

 あくまでも通告書には補助金に対する通告しか

ございませんので、関連質問は余市町議会認めて

おりませんので、その辺十分配慮された中で質問

をしていただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。気をつけます。つまりこういった・・・・・

学校に対して補助金は適正かどうかということを

お伺いしたい。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 北星余市高校への補助金については、規定に基

づき適正に処理しています。 

〇13番（ジャストミートあたる君） ・・・・・

・・問題については、不問とするということでよ

ろしいでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 問題については、我々は把握しておりません。 
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〇13番（ジャストミートあたる君） ということ

は、今把握されたということになると思うのです

が、来年度の補助金は下りますか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 問題の具体的な話は把握しておりませんので、

今も把握していないという状況でございます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） これからぜ

ひ調べていただきたいと思います。補助金に対し

てここの学校が適正か、それに至る学校の体制な

のかどうかということも含めて審査願いたいと思

います。 

 ４番に対しては以上です。 

 次、５番、余市のプール再開及び現状について。

解体という答えをいただきました。解体の予定は

いつ頃でしょうか。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の再度のご質問に答弁を申し上げま

す。 

 解体の時期等については未定でございます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 今後余市町

にプールはできますでしょうか。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の再度のご質問に答弁を申し上げま

す。 

 今後のプールの在り方等についてでございます

が、先ほど答弁で申し上げましたが、今後全町的

な公共施設の在り方について協議が進められて、

方向性が示されるものと、このように考えており

ます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） やはり高齢

の方とか子供の親からプールはどうなっているの

だということを何回か寄せられました。やっぱり

プールというものを欲しているわけです、皆さん。

解体ということが決まったようなのですが、今後、

ちょっと話は変わりますが、火葬場の話もずっと

おざなりになっていて、今この状態になっている

のですが、プールというのもおざなりになって、

そのままだらだらどうするのだという経過になっ

てもしようがないと思うのですけれども、やはり

どれぐらいでできる、できないというのが分かる

かというのは、概算でいいので、分かりませんか。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の再度のご質問に答弁を申し上げま

す。 

 プールの必要性等々については、私ども要望も

受けているところでございます。ただ、解体とい

うのは現状補修も利かないということで、そのま

ま残しておくと危険性もあるということで今解体

という方針を定めたところでございます。公共施

設のお話もございましたが、教育委員会が所管す

る学校施設、社会教育施設全て老朽化が進んでい

るところでございます。そういった中で、やはり

全町的にいろいろ検討する必要があると思います

ので、先ほども答弁申し上げましたが、全町的な

公共施設の在り方で協議が進められる中で方向性

が定められるというふうに考えております。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。 

 ５番については以上です。 

 最後、６番なのですが、わな猟の免許を持たな

い農林水産課の職員による中型の箱わなの設置は

問題ないとありましたが、ではなぜ倶知安町の職

員はできないと言ったのでしょうか。これは町に

よって扱いが違うのでしょうか。対応が違うので

しょうか。よろしくお願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 倶知安町職員の話については承知しないので、

答弁は私のほうからできません。 

〇13番（ジャストミートあたる君） では、市町

村単位で設置できるかできないかが違うというこ
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とでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 キツネのわなに関しましては、北海道知事から

の権限の移譲を市町村が受けておりますので、市

町村で設置が可能です。 

〇13番（ジャストミートあたる君） この設置は、

住宅地でも同様でしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 住宅地でも同じです。 

〇13番（ジャストミートあたる君） ４番のライ

ンで熊出没の情報のところなのですが、ちょっと

町長の答弁が聞きづらかったので、もう一度お答

え願います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 ラインでの熊出没情報については、令和２年度

より発信しています。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 先ほどの農

林水産課の対応なのですが、文書で提出しろとい

うので文書で提出すると、１行で返ってくるので

す。安全の確保のためご理解ください、僕これ文

書で十何行で質問して、いろいろ複数送ったので

すが、安全のためという一言で終わらされている

のです。これは対応として、町長もこれ判こ押さ

れています。これに対して全く答えない。自分の

自治体に聞いて答えてくれないものをほかの自治

体に聞くということはどうなのでしょうか、これ

対応としては。僕はあんまりよろしくないと思う

のですが、ちゃんと紳士的に僕は向き合ってほし

かったのですが、これをもう一度送ってくれとい

うから送ったら、また同じ文書が送られてきたわ

けです。しようがないので、これ電話対応かなと

思って電話したら、・・・・・・・・・・・・・

・・・・繰り返し繰り返し文書で、文書でと、・

・・・・・・・・・・・これは僕恐らくもう面倒

くさいのだなと。こういう熊だとかキツネだとか

というのが面倒くさくてしようがなくて、あしら

われたと思うのです。こういった対応はどうなの

でしょうか。僕これ一応ユーチューブに上げてい

るのですが、ユーチューブの視聴者からも余市や

ばいなという答えが返ってきています。それでも

不適切はないと言えるでしょうか。お願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 これはキツネの話なのか熊の話なのか判然とし

ないのですけれども、私が把握しているのは熊の

動画の話でうちのスタッフとやり取りがあったと

いうふうに把握はしていますが、それについては

安全性の観点から、前の答弁でも言いましたけれ

ども、そういうふうに理解してほしいということ

を文書で回答したものではないのかなというふう

に思います。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 今回はキツ

ネです、これは。キツネです。これに対して・・

・・・・・・・・・・・・・・文書でと。もしこ

れ文書、字が書けなかったりした場合はどうする

のでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 キツネに関しては、文書で照会は来ていないと

いうふうな報告は受けています。 

〇13番（ジャストミートあたる君） そのときは

箱わなのことについて聞いていたので、熊は箱わ

なではなかなか、おりでないと捕獲できないので、

箱わな、大型ですよね、熊は。キツネだったので、

僕は中型だと……いわばキツネも熊もです、その

とき聞いたのは。総合的に害獣駆除について聞い
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たのですが、全く取り合ってくれないということ

が起こっています。何なら倶知安町とか道庁のほ

うがすごく丁寧に教えてくれて、そういった面で

は余市町の対応というのはこれ批判されても仕方

がないと思うので、これは改善していただきたい。

つまり僕は何が言いたいかというと、時間も押し

ているので、もう最後になりますが、町民なめて

いるなとしか思っていないのです。それが象徴的

なのが、これだけにかかわらず、ちょっと話はず

れますが、そういった意味で町長室の隣の応接室、

あそこは町民と町側が話をするところだと思うの

ですが、あそこほとんどごみのようなものがいっ

ぱいたまっているので、そういったところからも

町民なめているなと思います。 

〇議長（藤野博三君） ジャストミートあたる議

員に申し上げます。 

 質問の範囲を超えていますので、通告の範囲で

質問していただきたいと思います。ご配慮お願い

いたします。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。気をつけます。 

 最後になりますが、町民に対して真摯に答えて

いただきたいです。たとえつまらなかったり、同

じような質問が来たとしても真摯に答えていただ

きたい。これが私のこの通告書の６番目の本意で

あります。よろしくお願いします。 

 以上です、議長。 

〇議長（藤野博三君） ジャストミートあたる議

員の発言が終わりました。 

                              

〇議長（藤野博三君） お諮りいたします。 

 本日の会議は議事の都合により延会いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決しま

した。 

 なお、明14日は会議規則第８条の規定に基づき、

午前10時から会議を再開いたします。 

 本日はこれにて延会いたします。 

延 会 午後 １時５８分 
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